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自然を内包する雪国の包括ケア 

～圧倒的な雪と生きる～ 

©津南町観光協会 

日本ルーラルナーシング学会第１８回学術集会 

 学術集会長 平澤則子 （長岡崇徳大学） 

2023 

9.24  エクスカーション 

9.23  学 術 集 会土 

日 

ハイブリッド開催決定！！ 

 
共催：長岡崇徳大学、公益財団法人 在宅医療助成 勇美記念財団 

後援：新潟県 十日町市 津南町 新潟県看護協会 十日町市中魚沼郡医師会 

学術集会事務局 長岡崇徳大学看護学部看護学科内 

       〒940-2135 新潟県長岡市深沢町 2278 番地８  

 TEL:０２５８―４６―６６６６ 

E-mail :jsrural18@sutoku-u.ac.jp 

会場：ニュー・グリーンピア津南 

〒949-8313 新潟県中魚沼郡津南町秋成 

演題登録期間 

2023 年 4 月 21 日（金）～7 月 14 日（金） 

演題申込方法 

参加申込期間 



 学術集会のテーマは「自然を内包する雪国の包括ケア～圧倒的な雪に生きる～」といたしました。 

豪雪地域の包括ケアは、雪を中心にした 1 年のサイクルを助け合って暮らしてきた生活の知恵を 

強みとして、地域のキーパーソンを中心に専門職と住民との間で課題の共有がされ、地域内外の資 

源を総動員し、顔の見える連携・協働によって推進されています。このような自然が内包される雪 

国の包括ケアは、既存のサービス提供システムの課題を解決し、すべての人の支援においてモデル 

となる取組であると考えます。 

学術集会では、二次医療圏“魚沼”の地域医療体制、多様な主体による助け合い、最期まで地域 

で支える看護の実践、24 時間 365 日を支える「家ごとまるごと支援」に関する講演を聞き、雪国の 

包括ケアと人々が支えあいながら暮らすことの価値を考えることを目指したいと思います。 

会場となる新潟県中魚沼郡津南町は、令和 4 年 2 月に降雪量 419 ㎝を記録した日本有数の豪雪地 

です。超高齢化と人口減少社会の先進地域である津南町において、これまでの離島・過疎地域にお 

ける看護実践や研究成果との比較をとおしてさらに議論することで、ご当地の「地域包括ケア」の 

実践に役立てていただけるものと考えております。 

津南町の魅力はなんと言っても大自然。9 月は新米の季節です。山に囲まれた特殊な地形と豊富な 

雪解け水、激しい昼夜の寒暖差が育むもっちりとした弾力性のある魚沼産コシヒカリを是非ご賞味 

ください。へき地で頑張っている看護師・保健師・助産師、ケアマネージャー、看護研究者など多く 

の皆様にご参加いただければと思います             

  平澤 則子（長岡崇徳大学） 
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